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研究成果の概要（和文）：こどもたちによるリンガフランカ（共通語）である英語の使用に関して、日本の小学生と台
湾の小学生の特別授業からデータをとり分析を行った。日本人と台湾人の小学生は英語のみを共通語として学んでいる
。参加した日本の小学生の英語力は、台湾の小学生に比べてかなり低かったが、体を動かす遊びによるスモールトーク
的な人間関係の構築や、具体的な目的を持った活動には、目標達成を目的としたシンプルな英語の使用がみられた。ま
た具体的な目的をもった活動により、言語学習者としてのアイデンティティ以上に英語による実践者としてアイデンテ
ィティが子供たちの中に生まれたことが観察できた。

研究成果の概要（英文）：Our data show that in facing a real-life translanguage situation, the children 
used a number of resources in their attempts to effectively communicate with other children. This 
translingual space required the development and deployment of performative competence by the children, 
and as a result, the children gained more opportunities for working in the language. The narrative data 
indicate that the identity of the children may change from a learner of English as a target language to 
include the identity of an ELF user. We adopted an alternative approach to viewing SLA in which mind, 
body, and world are functionally integrated.

研究分野： 社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
英語の使用が世界に広まり、英語を母語とし
ない英語話者の間での英語によるコミュニ
ケーションが増加している。その中で、英語
教育研究者の間で、ネイティブスピーカーの
英語だけをモデルとした英語教育に疑問が
投げかけられている。一方ではビジネスを中
心とした実際的な英語使用の研究分野では、
リンガフランカ英語といわれる共通語とし
ての英語の研究がすすめられていた。リンガ
フランカ研究は、研究開始当初リンガフラン
カ研究は、リンガフランカの発音、文法など
の特徴をとらえようとしているものが多か
った。少数ではあるがリンガフランカの言語
的な特徴をとらえようとした研究とは別に、
リンガフランカの社会的な位置、あるいは使
用の状況などに関する社会言語学的な研究
も進められつつあった。しかしながら、ほと
んどの研究は成人の言語使用者を対象にし
たものであり、こどもたちの英語におけるリ
ンガフランカの研究は、少なかった。日本国
内では小学校での外国語活動が始まった直
後であり、どのような英語を子供たちに教え
るべきか、英語科専科の教員かそれとも担任
が英語を教えるべきかなどの議論が盛んに
行われていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、こどもの間で使われるリンガフラ
ンカの社会的側面とリンガフランカ英語を
体験することによるこどもの社会的アイデ
ンティティの変化に焦点を絞る。リンガフラ
ンカとは子供たちにとって何を意味するか
を探り出すことを目的に、民族誌的アプロー
チを使って実証的なデータを中心に分析を
すすめるものとした。台湾の小学校と交渉を
行い、台湾の小学生が日本に来て、日本の小
学生と交流する場を設定した。日本と台湾の
小学生が夏の特別授業で合流した場で、こど
もたちの間でのリンガフランカを研究する
ことにより、小学校での英語教育に関する英
語モデルのあり方を考察することをねらい、
最終的に小学校教員のニーズを洗い出すこ
とをねらいとした。さらにリンガフランカ英
語の実証的なデータを質的に解析すること
で、現在のリンガフランカ英語の研究にも貢
献することも見据えた。 
 
３．研究の方法 
リンガフランカ英語の場面をこれまでの研
究で構築された概念である Translingual 
Space を枠組みとして理解し、データを収集
し分析した。データはビデオ録音、インタビ
ューを中心とした。中心となった「元気玉プ
ロジェクト」以外にも、様々なリンガフラン
カ現場のデータを集めて、補足的な分析をお
こなった。分析の枠組みとしては、社会認知
的学習とアイデンティティの概念を用いて、
ディスコース分析を行った。 
 

４．研究成果 
小学生の使用するリンガフランカ英語の重
要な要素がデータの中から洗い出された。言
語は最小限にした体を使ったスモールトー
クによる人間関係の構築が英語の積極的な
コミュニケーションの下地になることがデ
ーから分析ができた。この分析により、英語
教育の中における、英語を使用する文脈をこ
どもたちに理解させることの重要性が示さ
れた。またこどもたちの「英語学習者」から
「英語使用者」への社会的なアイデンティテ
ィの変化から、小学校では英語を言語として
教えるよりも実践として教えるほうが適切
ではないかという結論が生まれた。 
研究開始当初予測していなかった副次的

な研究成果もいくつかが生まれた。リンガフ
ランカとしての英語は、言語として見るより
も実践として扱い、教えるべきであるという
議論は、ビジネス英語の分野で、活用された。
同時に進行させていた英語のビジネスプレ
ゼンテーションを実践としての英語と見た
場合、コミュニケーションの分析に新しい展
開が生まれた。また研究代表者がかかわる、
地方都市での国際観光による町おこしプロ
ジェクトにおいても、地域の高齢者におもて
なし、英語を理解してもらうことに、研究成
果を応用した。この成果は、研究専門誌では
ないが「どんどん話す「多トーク」を実践し
よう」というコスモピア社の『多聴多読マガ
ジン』の 10 月号の記事になった。 
さらに研究手法的にも複数の民族誌的デ

ータの処理に関する外部者・内部者の区別の
あいまいさに関する問題点の洗い出しに至
った。この研究方法論に関する批判は 2016
年 一 月 の Association for Business 
Communication 学会で発表を行った。 
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